
■実施日：2020年12月20日(日)　 ■天　候：晴れ  ■場　所：成田市中台運動公園　球技場
■主　催：成田市サッカー協会　女子部 ■共　催：成田市スポーツ協会
■後　援：米屋株式会社 ■協　賛：千葉スポーツランド

■部　門：エンジョイの部、およびシニア（男子壮年）の部の２部門で競技する。

■表彰式・優勝：じろっちFC／準優勝：日吉台SCレディース ■シニア大会参加面々：優勝は栄シニア

■大会優勝：じろっちFC（鹿島） ■準優勝：日吉台SCレディ－ス

第１回なごみの米屋杯　女子サッカー大会・シニア大会（大会概要）

第3７回女子サッカー大会（旧ケーブルTV杯四十雀・女子大会から通算）

＜大会経緯＞　旧ケーブルTV杯四十雀・女子サッカー大会がルーツ、当時ミニサッカー形式で付属開催
されていたものを、2016（H26）年から８人制でリニューアル単独開催したのが始まり。2019年度に大会ス
ポンサー契約解除に伴い冠なし大会でしたが、今年から成田最大の和菓子本舗である米屋さんがスポ
ンサーとなり、なごみの米屋杯として開催となりました。旧ケーブルTV杯大会から数えると実に37回目に
あたります。
　春の成田女子サッカーフェステバル（U12）、冬のうなり君カップ（U18＋lady's）と並び、この大会はミセ
スを対象にした大会ですが、年々参加チームが減少傾向に加えて新型コロナの影響もあり開催そのも
のが危ぶまれましたが、そんな中、鹿島からの参加もあり全５チームで開催できました。

■参加資格：・中学生(満12歳)以上の女子で構成するチームとする。 ただし、エンジョイの部は、ピッチ
内に満20歳以下の選手を2名以下とする。小学生は参加は認めない。シニアの部は市協会５種登録選
手で、五十雀・シニアリーグ参加資格を準拠する。

■大会目的：ミセスおよびレディースを含む女子サッカーの発展とその普及を図る、合わせてシニアとの
親睦を図る目的で開催するものである。



■優勝： じろっちFC（鹿島） ■準優勝：日吉台SCレディース ■第三位：NFCピクシーズ
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■優勝：じろっちFC（鹿島）

　

■準優勝：日吉台SC ■第三位：NFCピクシーズ

■第４位：三里塚FCレディース ■初参加のローヴァーズ木更津は第５位
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第１回なごみの米屋杯　女子サッカー大会・シニア大会（大会結果）

昨年優勝の日吉台SCの猛追を振り切り、じろっちFC（鹿島）が優勝
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＜総括＞結果は、鹿島のレディースチーム「じろっちFC」が、昨年優勝の日吉台SCレディースを振り切り
全勝で優勝。準優勝は日吉台SCレディース。シニアの部は栄RFCが優勝。女子参加チームの先細りの
懸念もありますが継続は力なりを念頭に、女子サッカー環境維持を改めて思わせる大会となりました。最
後はフレンドリーマッチでじろっちFC対シニア混成もあり、他の大会にはない交流もできました。
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